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１．はじめに

保育においては、子どもへの応答的な関わりが重要であ
るとされている。

『幼稚園教育要領』１）・『保育所保育指針』２）・『幼保
連携型認定こども園教育・保育要領』３）（以下、「新『要
領・指針』」と略記）には、保育における「応答」に関す
る記述が随所に見られる。筆者は、これらの「応答」に関
する記述部分を抜き出し、一覧表に示した（表1）。

表1を概観したところ、『保育所保育指針』、『幼保連携
型認定こども園教育・保育要領』においては、特に（満）3
歳未満児の保育において、「応答的な触れ合いや言葉掛
け」、「応答的な関わり」、「発声や喃語等への応答」等
の記述が見られる。

新『要領・指針』において共通していたのは、「言葉」領
域の「内容の取扱い」における次の内容である。以下、（　）
内は『保育所保育指針』・『幼保連携型認定こども園教育・
保育要領』の文言である。

「言葉は、身近な人に親しみをもって接し、自分の感情
や意思などを伝え、それに相手が応答し、その言葉を聞く
ことを通して次第に獲得されていくものであることを考
慮して、幼児（子ども・園児）が教師（保育士・保育教諭）
や他の幼児（子ども・園児）と関わることにより心を動か
されるような体験をし、言葉を交わす喜びを味わえるよう
にすること。」

このように、子どもの情緒の安定や人との信頼関係の構
築、また、子どもが言葉を獲得したり、言葉を交わす喜び
を味わったりする過程においては、保育者の「応答」が重
要であることが分かる。

保育者養成教育においても、学生が保育者の子どもへの
「応答」の重要性や、具体的な場面での子どもへの「応答」
のあり方を理解することが大切である。しかし、実際の保
育場面を見学したり実習したりした場合でも、教員が学生
に経験させたい、学ばせたいと思う場面に学生がタイムリ
ーに遭遇する訳ではなく、また多くの学生が同時に同じ場
面を見て学ぶことも困難である。

保育において重要な「応答」のあり方に関して、学生が
具体的に分かり易く学ぶための手段として、DVD教材を
用いる方法がある。

例えば、大学での心理学関連科目の講義においては、映
像教材の利用に対するニーズが高く、様々な講義科目で映
像教材の活用がなされており、映像の視聴が人の心理・行
動に対する理解の深化に貢献し、それが学生の高評価に結
びついているとの報告がある４）。また、保育士養成の授業
に関しては、動画教材視聴における学生の乳幼児を「見る
目」の違いやその育ちに関する報告もあり、授業の中で動
画を使用することにより、教科書に記された子どもの特徴
に関して、より理解を深めることができると推察される５）。
先行研究においては、映像教材を講義で効果的に活用する
ために、講義内容との関連を明確にし、使用する映像の選
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『幼稚園教育要領』・『保育所保育指針』・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』に明示されている
子どもへの「応答」のあり方を理解できるようにするため、保育者養成短期大学1年生54名に対し、「言葉」指
導法の授業においてDVD教材を用いた実践を行った。その中での学生の学びの内容を明らかにするとともに、
DVD教材を用いた授業や研修の有用性について検討した。その結果、映像の視聴を通して、保育方法として重
要な「発語や喃語への応答」、「応答的な触れ合いや言葉掛け」、「応答的な関わり」等に関する学生の理解
が深まり、実践への意欲につながったことが窺えた。学生に限らず、子どもの保育に携わる保育者や保護者は、
保育方法としての「応答」の重要性を十分に認識し、実践していくことが求められている。そのための一方法
として、DVD教材を用いた研修のあり方を提案する。
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表1　『幼稚園教育要領』・『保育所保育指針』・『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』における

「応答」に関する記述部分の比較



択やその使用方法等について、事前に十分な吟味を行った
うえで利用することが必要であると指摘されている４）。

本稿では、保育者養成短期大学の学生が、保育方法とし
ての「応答」のあり方を学ぶために実施したDVD教材を用
いた授業実践について報告し、子どもへの応答的な関わり
についての学生の具体的な学びの内容を明らかにすると
ともに、DVD教材を用いた授業や研修の有用性について
検討することを目的とする。

２．方法

教材の選定に関して

教材として用いたDVDは、①『ことばを育てる語りかけ
育児』６）と②『応答的保育 第2巻 実際編』７）である（以下、
DVD①、DVD②と略記）。それぞれの概要を、表2-1・表
2-2に示した。

DVD①、DVD②の選定理由は、以下のとおりである。
まずDVD①については、特に（満）3歳未満児の保育に

おいて重要とされている「発語や喃語への応答」、「応答
的な触れ合いや言葉掛け」、「応答的な関わり」等（表2-1）
について、映像により分かり易く学べると判断した。具体
的には、重要な場面をスローVTRで再現する、子どもや母
親の視線を矢印で示す、大切な内容を文章で表示する等の
工夫がなされており、映像に合わせた解説が分かり易いと
いう特徴がある。

また、DVD②については、保育者による年中・年長児へ
の「応答」の方法が、保育者と子どもの会話の映像によっ
て、様々な技法ごとに分かり易く紹介されている（表2-2）。
例えば、ことばによる応答のプロセス「過程」の1つである
「示唆」の技法を紹介する次のような場面がある。

実際の保育者と子どものやりとりの内容が映像化され
ているため、学生同士がDVD視聴後に、ロールプレイを通
して実践的に学ぶための参考になると考えた。

対象者・具体的な手続き

N保育者養成短期大学1年生54名に対して、「言葉」指導
法（1年次前期必修・演習科目・30時間）の第3回～第6回授
業において、DVD①、DVD②を用いた授業を実施した。
（実践1）DVD①の視聴を2回に分けて実施した。視聴内容
について記入できるプリントをあらかじめ配布し、学生
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は、各自メモを取りながら視聴を行った。視聴後には、気
付き・感想等を自由に記述した。
（実践2）DVD②の視聴とロールプレイを2回に分けて実
施した。まず、視聴内容について記入できるプリントをあ
らかじめ配布し、学生は、各自メモを取りながら視聴を行
った。「発問・受容」の視聴+ロールプレイ、「過程」の視
聴+ロールプレイ、という形でDVD視聴とロールプレイを
セットにして実施した。ロールプレイでは、学生同士が2人
組のペアを作り、視聴した内容を参考に、様々な「応答」技
法を用いた保育場面のシナリオを作成してから、それぞれ
のペアで保育者役と子ども役になり、ロールプレイを実施
した。最後に、何組かのペアを指名し、全体の場で発表す
る場面を設けた。実施後に、学生は気付き・感想等を自由
に記述した。

学生の記述内容については、質的な分析を行い、その結
果をカテゴリー別にまとめ、表に示した。

倫理的配慮

研究対象者には、口頭にて研究の主旨、目的、方法を伝
えるとともに、研究協力は自由意志によるものとし、協力
しない場合でも不利益を受けることはないこと、成績評価
には一切影響しないこと、授業の成果を研究として公表す
ることについて説明を行い、回答を記述した用紙の提出を
もって同意を得たものとした。記述内容の取り扱いに関し
ては、個人が特定されないように十分配慮した。

３．結果

DVD①を視聴した学生の気付き、感想等の主な内容を、
表3に示した。

表3の各カテゴリー内の項目は、学生の感想も含んだ記
述内容となっており、一人の学生が複数の観点から記述し
ているため、全回答数は学生数を上回っている。

記述内容として多かったカテゴリーを順に挙げると、
「子どもの目線・サインに気付く」（37）、「子どもの気
持ちを代弁する」（26）、「大人のあり方」（21）、「ポ
ジティブな言葉掛け」（14）、「子どもの気持ちを汲み取
る」（14）、「子どもと目を合わせる」（12）、「子ども
の言葉を繰り返す・同じ声を出す」（9）、「親子関係」（9）、
「今後の意欲」（9）、「適切な話し方」（4）、「その他
の感想等」（33）であった。

次に、DVD②を視聴後、ロールプレイを実施した学生の
気付き、感想等の主な内容を、表4に示した。

記述内容として多かったカテゴリーを順に挙げると、
「今後の意欲」（43）、「応答の難しさ」（43）、「保育
者の役割」（34）、「ロールプレイの感想」（22）、「気
付いたこと・分かったこと」（20）、「大切だと思ったこ
と」（11）、「その他」（7）であった。
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保育者：〇〇ちゃん、てんとう虫がいる！ペパーミント
の葉っぱにてんとう虫発見！

保育者：なんていうてんとう虫でしょう？
保育者：いくつ模様があるか見てみて、ほら（示唆）
子ども：ななつ
保育者：七つってことは？（示唆）
子ども：ななほしてんとう
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表2-1　DVD『ことばを育てる語りかけ育児（65分）』の概要 表2-2　DVD『応答的保育 第2巻 実際編（40分）』の概要



４．考察

養成校における学生の学び

実践1においては、「子どもの目線・サインに気付く」、
「子どもの気持ちを汲み取る、代弁する」、「子どもと目
を合わせる」、「子どもの言葉を繰り返す」等の記述内容
から、学生達は、実際の映像を見たり、その解説を聞いた
りすることにより、これらの事がなぜ大切なのかを実感と
して理解できたことが窺えた。

「子どもの目線・サインに気付く」（表3）では、「子ど
もが興味のある時と興味のない時の表情が結構違ってび
っくりした」、「子どもの気持ちは表情に出ることが分か
った」、「子どもの目線の先にあるものを読み取ってあげ
ると子どもは生き生きしていた」、「どういうことが子ど
もの目線なのかを理解できた」等の記述や「子どもの一つ
一つの行動にはちゃんと意味があるんだと思った」、「実
際の子どもの映像があったので、とても分かりやすかっ
た」といった感想から、実際の映像を見ることが学生の子
ども理解につながっていると考えられた。

「大人のあり方」では、大人（保育者）が、自分の思い
を子どもに押し付けるのではなく、子どものしたい事を優
先する、子どもに合わせることが大切であり、「大人の何
気ない行動が良くも悪くも子どもの人生に大きく影響す
る」、「大人が大人にならないといけない。子どものよう
な大人だと子どものことが不快になり、虐待につながって
しまう」と記述した学生もいた。「子どもの相手をするこ
とは大事なので、スマホの使用の仕方について考えるべ
き」といった、いわゆる「スマホ育児」を懸念する意見も
あった。学生が、大人（保育者）として子どもにどのよう
に接するべきかを考える機会になったことが窺えた。

また「ポジティブな言葉かけ」については、まとめの最
後でわずかに紹介されただけではあるが、学生達には、例
示された言葉（「お手々洗わないと、おやつあげないよ」で
はなく「お手々洗ったらおやつにしようね」）が印象に残
っていたことが窺えた。「言い方を変えるだけで言われる
方（子ども）の気持ちも全く違う」（表3）のように、子ど
もの気持ちを尊重した言葉かけの大切さについて学生が
理解できたと考えられた。

実践2においては、ことばによる応答の3つのプロセス
（発問・受容・過程）に関する専門的な内容（表2-2）を学
んだことで、学生自身が子どもとの会話の中で活かしてい
きたいという今後の意欲を述べた内容とともに、応答的保
育（特に「過程」の内容）を実践する難しさについての記
述が多く見られた。そして、保育者の役割について「何気
ない会話でも、子どもの力を伸ばせるように、うまく子ど
もの話を引き出すように工夫」、「子どもの言葉を引き出
すために様々な方法を使っている」、「先生が正解を言っ
てしまうのではなく子どもに考えさせることが大事」、「子

どもが自分で思いを伝えられるように質問の仕方を工
夫」、「会話の中にことばを育てる要素をたくさん入れて
いる」等と記述していた。保育者の役割については34の記
述が見られたが、その内の19は映像のような実践を行う保
育者に対して「すごい」という感想を記述していた（表4）。
中には、「先生たちは、流石に練習とかして慣れているん
ですか？それとも年々やって来たからできるんですか？」
との質問を投げかけた学生や「自分もそういった保育者に
なれるか不安」と述べた学生もいた（表4）。そのため、授
業においては、現場の保育者自身も応答的保育について学
んでいる事例を紹介し、今後、DVDで学んだことを意識し
ながら実践していくことが大切であると伝えた。

保育現場において

実践1のDVD①の内容（表2-1）には、「発語や喃語への
応答」、「応答的な触れ合いや言葉掛け」、「応答的な関
わり」等、育児において心掛けるべき大切な内容が多く含
まれている。映像には、実際の親子が何組も登場しており、
親（大人・保育者）としてどのように子どもに向き合い、ど
のような言葉掛けをすればよいかが示されているため、学
生だけでなく、特に乳幼児期の子どもをもつ保護者や3歳
未満児を担任する保育者にとっても参考になる部分が多
い。　

保育者が子どもの気持ちを尊重し、子ども自身が「大切
にされる体験」を積み重ねることが、大人や社会への信頼
感を育むことにつながる。しかし、保育者が日頃子ども達
に投げ掛ける何気ない言葉の中には、保育者自身の考え方
や物事の捉え方が反映されていることが多く、そのような
普段の子どもへの言葉かけが習慣化している場合もある。
そのため、日頃から子どもに対して、否定的ではなく肯定
的な言葉掛けを心掛けること、子どもの気持ちを尊重した
言葉掛けを行うという意識をもつことは、保育者にとって
大切であると考えられる。

実践2のような応答的保育は、必ずしも保育現場におい
て実践されているわけではない。現に筆者は保育者として
の勤務経験があるが、在職当時、応答的保育に関する知識
はなく、子どもの言葉や考える力を育むための十分な専門
性を身に付けているとは言い難かった。筆者と同様な保育
者が少なからず存在していることを考えた場合、保育者養
成に限らず、現職の保育者に対しても、このような内容に
ついて学ぶ機会（研修等）を設けることが望ましいのでは
ないだろうか。

応答的保育は、応答的保育研究グループが過去20年にわ
たって研究してきた子どもの教育・保育において環境か
らの応答性を重視する保育であり、子どもの遊びの中で、
おもちゃや物の応答性をどう考え、準備するか、また保育
者や母親が「ことばによる応答」でどう対応するか、さら
には、心の応答によって共感的心情をどうつくりだしてい

― 93 ―

保育方法としての「応答」のあり方について



― 94 ―

加藤　由美

表3　DVD『ことばを育てる語りかけ育児』視聴後の学生の気付き・感想等（N =53 複数回答）
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表4　DVD『応答的保育』視聴＋ロールプレイ実施後の学生の感想内容（N =54 複数回答）



くか等から構成されている７）。
宮原・宮原（2004）は、自分で気付かないままに、言い

たい事だけを発問という形で次々に子どもに浴びせてし
まう保育者の存在を指摘しており、保育者自身が、発話の
録音、分析を行う中で、自身の保育の欠点を知り、意識的
な実践を行った事例についても報告している。

応答的保育の実践的な出発点として、子どもに対する保
育者自身の発話の録音、録画の分析を行う方法がある。子
どもとの望ましい応答に関して、知識としては理解してい
るつもりでも、実際のやりとりを文章化してみると、「発
問」ばかりで「受容」がない等の傾向が見えてくる。また、
「過程」は一見難しく見えるが、その使い方や技術は決し
て難しいものではなく、その多くは日常的に使っているも
のであるため、無意識のうちに行ってきた子どもに対する
言葉掛けを、「過程」の種類に照らして意識して使ってみ
ること、子どもの気持ちになって対応することが、ことば
による応答（発問・過程・受容を使った対応）が上達する
一つの秘訣であるとされている７）。

保育現場において、応答的保育（表2-2）を実践すること
は、新『要領・指針』が示す方向性と以下の点で合致して
いる。新『要領・指針』では、「幼児期の終わりまでに育
ってほしい姿」として具体的な10の姿を挙げている。その
中の「思考力の芽生え」や「言葉による伝え合い」の力を
育むにあたって、保育者の応答は重要な役割を果たすと考
えられる。「思考力の芽生え」に関しては、「幼児なりに
考える力を伸ばしていく」、「保育者との対話を交えなが
ら、新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わう」ことが
大切であり、「言葉による伝え合い」に関しては、「保育
者の仲介や子どもと保育者との対話が大切」であるとされ
ている８）。保育者が子どもとの対話において、何を重視し、
どのような言葉掛けをしていくか、それによって育まれる
子どもの思考力や言葉による伝え合いの力は大きく異な
ってくることを十分に認識しておく必要がある。

５．まとめ

新『要領・指針』に明記されている「応答的な触れ合い
や言葉掛け」、「応答的な関わり」、「発声や喃語等への
応答」の具体的な方法について、学生達は、DVD視聴によ
り十分に理解できたことが窺えた。映像には、親（大人・
保育者）としてどのように子どもに向き合い、どのような
言葉掛けをすればよいかがロールモデルとして示されて
いるため、学生に限らず、乳幼児期の子どもをもつ保護者
や3歳未満児を担任する保育者にとっても多くの示唆が得
られる。

「応答的保育」は、「自ら学ぶ心」、「自ら行動する心」
としての内発的動機づけを育成する保育であり、その実践
により、子どもは言葉をはじめとする知的能力、物事に対

する興味、自発性、意欲、他者への信頼性が培われていく７）。
そのため、学生に限らず、子どもの保育に携わる全ての大
人（保育者や保護者）が、今回のようなDVD視聴を通した
研修という形で、保育における「応答」の重要性を十分に
認識し、保育方法としての適切な応答技法を理解して実践
していくことは大切であると考えられる。
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